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チタン酸化合物のラマンスベクトル観測

室蘭工業大学 O安蔵元気，菊地篤志，世利修美，酒井彰

1.目的

チタン酸化合物誘電体はセラミックコンデン

サ(BaTi03)や圧電素子(PbZr03-PbTi03)、基板材料

(SrTi03)として利用されている。近年では、粉末状

のナノクリスタルが作製することが可能となり、

これまで単結晶で作る ことができなかった組成

も作成することができるようになった。また、ナ

ノクリスタルとすることで従来のものより誘電

率が向上するものもある。しかし、ナノクリスタ

ノレの基礎的な物性はあまり研究されていないた

め、本研究では、ナノクリスタノレのラマンスベク

トルを観測し、基礎的物性を調べることを目的と

した。

2.ベロブスカイト構造

5. 結果

測定したラマンスベクトノレを図 2に示す。図 2

のスベクトルで、は共通して、強いピークを 200'"'-'

400cm-1の範囲に持っており、 700cm-1付近に酸化

チタン由来のピークが現れた。PbTi03と MnTi03

ではピークの位置がほぼ一致するという結果に

なった。同じ三方晶系に属する NiTi03，CoTi03， 

MgTi03のスベクトルは似た形状を示している。バ

ルク状態の結晶のスベクトルと比較すると、

PbTi03では、同じであったが、 MnTi03では違い

が見られた。

表 1作製した試料

物質名 物性 結晶系

PbTi03 誘電体 正方品系

MnTi03 誘電体 三方晶系

NiTi03 金属 三方晶系

チタン酸化合物はベロプスカイ ト構造(図1)を

基本とした構造を取る。ベロブスカイト構造の化

学式は AB03であり、 六面体の各頂点に金属元素

A、六面体の格子の中心に金属元素 B、六面体の各
一 @酸素@金属AO金属B

面心に酸素原子がある。結晶格子が金属元素 Aの 化学式:AB03

CoTiOa 金属 三方晶系

MgTi03 誘電体
影響を受け歪むことで多様な物性が現れる。今回

図 1ベロブスカイト構造
の研究では Bサイトに Tiを使用し、 Aサイトの

ZIlTi03 金属

原子を変えている。

3.試料

試料は腐食合成法を用いて作製した。腐食合成

法とは、まず、 HzOzとNH3を混合した溶液にTiを

徐々に投入、撹枠し、Ti溶液を作製する。次に

HN03水溶液に金属元素 A を投入、撹枠し、 A溶

液を作製する。作製した Ti溶液と A溶液を混合

すると、前駆体となる沈殿が生成され、それを乾

燥、焼成し、完成体となる。作製した試料とその

物性、結晶系を表 1に示す。

4. ラマン分光法

ラマンスベクトルを観測する方法としてラマ

ン分光法を用いた。ラマン分光法ではラマンスベ

クトノレを観測することで結晶構造や分子の種類、

結合の強さ、振動モードを解析することができる。
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図 2ラマンスベクトル
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